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１．研究の背景・目的 
 沖縄には昔から御嶽（うたき）という聖域

が森の中や洞窟、崖の上などの様々な場所に

あり、今日でも人々の暮らしの中に自然に、

御嶽の存在は溶け込んでいるように思われ

る。このような御嶽には多くの場合、小さな

祠や香炉や石があるだけでそれ以外には特

に目立った神々しさを感じさせる物体はな

い。本研究はこのような御嶽において、そこ

を神聖な場所とする人たちがどの様な感覚

で御嶽に意味を見出し、大切に扱ったのかに

ついての考察を試みるものである。研究の対

象としては、琉球王国以前の時代に生きた人

たちを主に想定している。 
２．本研究の問い 
琉球王国以前の時代に御嶽を神聖な場所

とした人たちは、特に目立った物体がない御

嶽の場所にどの様な感覚で意味を見出し、そ

こを大切にしていたのだろうか。 
３．仮説の設定 
 御嶽のことについての研究はこれまで沖

縄内外の多くの研究者によって調べられて

きたが、それは御嶽と神との宗教学的な関

係についてや、御嶽と琉球の人々の死の感

覚についての民俗学的論考、御嶽の空間に

ついての建築学的視点からの論考など様々

である。このような中で本研究では御嶽の

場を大切にした琉球の人々の感覚を把握す

るための新たな一つの仮説、あるいは視点

として、ジョルジュ・バタイユの「至高性」

の概念を提示している。「至高性」とは簡単

に言えば「～のために」や、「～だから」と

いったかたちで理由付けされずに、行為や

存在や関係性それ自体がもつ価値や意味を

享受することであり、同時に、至高な領域

の生を生きる人間を、我をも忘れるような

世界の森羅万象との連続した感覚に導くも

のでもある。 

４．仮説の検証方法 
この仮説を検証する方法としては、主に

バタイユが「至高性」を見出している死と

宗教の視点から、既存の御嶽研究を捉えな

おすことと、琉球王国時代に各地の「オモ

ロ」と呼ばれる歌を集めて編纂された沖縄

最古の神歌集である『おもろさうし』の歌

の分析を試みている。 
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５．仮説の検証結果 
バタイユの至高性の視点から、死と御嶽の

関係と御嶽信仰をささえる宗教性のそれぞ

れについて、既存研究と『おもろさうし』を

材料に分析を試みたところ、次のような結果

が得られた（下表も参照のこと）。 

 まず、死と御嶽の関係については、御嶽は

元々死者の風葬を行なう場所であり、人々に

死を想起させる空間であった。そして琉球に

おいて人が死ぬとその魂は万物の根源地で

あるニライカナイという「あの世」へと還っ

ていくと考えられていた。この様なことから

御嶽の場における死のイメージに関わる感

覚は万物の生死の連鎖の中へと自らが誘わ

れ、あらゆる存在と連続する至高な感覚へと

近づいていく経験でもあることがわかった。 

 次に御嶽信仰を支える宗教性についての

考察として、琉球において宗教的な指導者で

ある王や豪族が存在し、それらが御嶽から遥

拝する太陽神と同一化されている意味につ

いて考えた。そして御嶽信仰において王や豪

族などの太陽と同一視された至高な存在を

抱く理由として、普段は至高性とは離れて暮

らしている人々が、こうした至高者の存在を

通して、世界とつながりあう感覚を享受する

ことが出来たのではないかということを提

示した。 

 これらの考察と分析を試みたかぎりでは、

御嶽の空間は、バタイユが言うような至高な

感覚・経験を人々に抱かせる場所であったの

ではないかと考えられる。つまり、信仰の場

である御嶽の空間を通じて、人々は個として

の自分の存在が万物の存在の連鎖の中に位

置づけられること、ただ自分がそうしてこの

世界に存在していることそれ自体の意味と

感覚を享受していたのではないかというこ

とがわかった。 

６．現代社会への示唆 
琉球の人々が御嶽の空間に見出していた

至高な感覚、自分の存在が世界の森羅万象

と関係し連続している感覚、他の何ものの

ためでもない、それ自体を享受するような

生の感覚は、現代社会に生きる私たちも

日々の些細な出会いや出来事の中で経験し

ているものである。こうした日々の些細な

生の意味や歓びを尊ぶことがグローバル化

や資本主義社会の抱える問題を解決する力

と可能性を持っているのではないだろうか。 
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表 御嶽信仰の位置付け 

 既存研究 本研究（至高性の視点） 

死 

 

風葬を行なう場。 

「あの世」であるニライカナイへ

と死者の魂を弔う場。 

死者の霊を通じて人々の感覚が万物の根の国である

ニライカナイへとつながっていく場。我をも忘れて神

と和合し、万物の連続性の中へ自らが誘われる場。 

御

嶽

信

仰 

 

宗

教

性 

 

御嶽を通じて太陽神から生命力

や霊力を感じる。 

豊穣祈願として太陽神と王や按

司を同一視して拝む。 

生産的な仕事や道具の使用などを行なわず太陽と同

一視された至高な存在を仰ぎみる事で、普段は不連続

な存在である人々が世界と連続した至高な瞬間を享

受する。 

 


